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Studies on Prevention of Silica Scale Deposits 
on the High Pressure Steam Boiler. I.
DeterminatIon of Silica. 
Hisao Kano and Hisatsugu Sato 
Abstract 
In studying on silica scal巴sand phosphat白boilercompounds， it was necessary 
for the authors to e3tablish the analytical methods of silica not only in ionic 






























v) Swank及び、MeIIonGは緩聞したクロム酸カリ溶液を推奨しているO クロム酸カリの 0.630
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薫量分析に於ては，HCl との蒸発を二度行って得られる粗シリカ r!~ ， HFによって蒸発するも
のを以て全珪酸量とした。
第 1 表謹酸ソ{〆溶液(lお色標準液)中のSi02の定量
1三三 ~ ¥ 純シ~~_\都iOz {t ;Iia: 
Pj I P2 I P.' I ト" I (P，' +Pz') 













して用いた。発色は試料50mlに10%モリプデン酸アンモニウム 2ml及び1;1 HCl 1mlを加
えて，珪モリアeデン酸を生成させ30分後比色を行った。ピクリン酸溶液はピクリン酸0.1902g

































































































即ち試料20ml中にSiO.0.3942g，即ち 19711p.P. m.のコロイド溶液である。 この溶液i5mlを
蒸溜水で、500mlに稀釈し，その30mlを更に250mlに稀釈せるもの50mlを試料とし，既述の方法
によりモリブデンプルーを生ぜしめた。標準液は珪酸ソーダ溶液 (SiO.2.905 p. p. m. )を用
いた。比色の結果試料中発色する珪酸は 1.44p.p.m.にして，原コロイド液に於いて発色する
珪酸量を算出すると，




1 2 0 0 一一一一一一一x100= 6. 08% 19711 
かくの如くコロイ ド状珪酸は，そのま Lでは比色分析を行うことが出来ないので，これを比
































してマグネシヤ混液， CaC12-CaCO.， CaCl，-NH‘OH， CaC12-Na2B‘Oτ-NaOH等が用いられ
る。これらの沈澱法は禄作に要する時聞が長いという欠点がある。第二は燐モリプデン酸と珪
7 E. J. King， Biochem. J.， 80， 25 (1928) ; L. A. Thayer， Ind. Eng. Chem.， Ana1. Ed.， 
2， 276 (1930); King， Stantia1， Biochem. 1.， 27， 990 (1933) ; 








即ち Si02 10 P. P. m. PO. 5 P. P. m. 
Si02 10 P. P. m. PO生 30p.p.m. 
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準液として瑚酸ソーダ緩lMsクロム酸カリ液及び、ヒ。クリン肢液は， 1辛酸程度 0-60p.p.m. に
於てBeer'sLawが成立L比色を行い得る。
(2) コロイド状rt酸はNaHC03を加えて煮沸することによりイオン化L 珪モリプデン酸
又はモリプデンプルーとして比色定量できる。鉱物賢建円安:liiの懸濁性コロイドについては研究
の対象としなかったので別に検討を要すると思われる。
(3) 燐酸イオンの共存は珪酸の比色分析の妨害となるが，篠駁添加後著者等の方法でモリプ
デンブルーと Lて比色すれば，その影響を除去して正確な比色値が得られる。
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